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今年度の一般会計総額は21億7，200万円で、前年度当初予算に比
べて1億1，100万円（△4．9％）の減額になっています。

歳入予算の大部分を占める地方交付税のうち、普通交付税は前年

度実績から特定要因を調整し試算した額10億9，700万円、特別交付

税は前年度同額の1億7，550万円で計上しています。

村税については、基幹産業の不振や景気の低迷などにより厳しい

状況のため、昨年とほぼ同額の1億1，140万2千円で計上しました。

歳出予算の経常的経費については、人件費の削減をはじめ補助金
等の整理合理化、内部管理経費の削減に努め、前年度当初比較で
9，831万9千円（△5．0％）の減で編成しました。臨時的経費は継続

事業を優先し、新規事業はサクラマスふ上槽兼養魚池飼育施設整備
程度に抑えました。主な事業として、バス交通確保対策事業、種苗
生産施設管理事業、ふるさと林道千走線緊急整備事業地元負担、生

きがい活動支援適所事業などを実施いたします。

国民健康保険事業は、過去数年における医療費の状況を考慮し、
11．1％減の2億8，700万円で計上しました。老人保健事業も過去数

年の医療費の状況を勘案し、6，150万円減の3億1，050万円。簡易水

道事業は、平成12年度から実施してきた導水管・配水管の布設替工

事及び高潮対策関連工事完了に伴い、56．8％減の5，400万円で計上

し、介護保険事業については、今後の介護サービスの利用に伴う支

出見込みを勘案し6．1％増の2億4，045万円で計上しています。

各会計別予算

会　　計　　名 ��予　算　額 �増　減　額 �伸率（％） 

一般会計 ��21億7，200万円 �△1億1，100万円 �△　4．9 

特 別 会 計 �国民健康保険会計 �2億8，700万円 �△　　3，600万円 �△11．．1 
老人保健会計 �3億1，050万円 �△　　6，150万円 �△16．5 

簡易水道会計 �5，400万円 �△　　7，110万円 �△56．8 

介護保険会計 �2億4，045万円 �1，375万円 �6．1 

計 ��30億6，395万円 �△2億6，585万円 �△　8．0 
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進
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。



A
蚕 計 21億7，200万円（前年比　△1億1，100万円）

歳入科　目 ��予　算　額 �構成比（％） �増　減　額 �伸率（％） 

自 主 財 源 �村　　　　　　　　　税 �1億1，140万2千円 �5．1 �△　　　23万4千円 �△　　0．2 

分担金及び負担金 �577万4千円 �0．3 �△　　　77万5千円 �△　11．8 

使用料及び手数料 �1，603万1千円 �0．7 �△　　　25万1千円 �△　1．5 

財　　産　　収　　入 �988万8千円 �0．5 �△　　　46万9千円 �△　　4．5 

寄　　　　附　　　　金 �2千円 �0．0 �0円 �0．0 

繰　　　　入　　　　金 �1億4，386万1千円 �6．6 �△　7，463万9千円 �△　34．2 

繰　　　　越　　　　金 �1千円 �0．0 �△　　89万9千円 �△　99．9 

諸　　　　収　　　．入 �2億3，924万2千円 �11．0 �1，765万8千円 �8．0 

依 存 財 源 �地　方　譲　与　税 �3，180万円 �1．5 �560万円 �21．4 

利　子　割　交　付　金 �60万円 �0．0 �△　　　　40万円 �△　40．0 

配　当　割　交　付　金 �10万円 �0．0 �0円 �0．0 

株式等譲渡所得割交付金 �6万円 �0．0 �0円 �0．0 

地方消費税交付金 �1，800万円 �0．8 �0円 �0．0 

自動車取得税交付金 �800万円 �0．4 �0円 �0 

地　方　特　例　交　付　金 �320万円 �0．2 �△　　　　30万円 �△　　8．6 

地　方　交　付　税 �12億7，250万円 �58．6 �△　　1，000万円 �△　　0．8 

交通安全対策特別交付金 �1千円 �0 �0円 �0．0 

国　庫　支　出　金 �4，782万3千円 �2．2 �△　2，377万8千円 �△　33．2 

道　　支　　出　　金 �7，06】万5千円 �3．2 �1，408万7千円 �24．9 

村　　　　　　　　　債 �1億9，310万円 �8．9 �△　　3，660万円 �△　15．9 

合　　　　　　　　　計 ��21億7，200万円 �100．0 �△1億1，100万円 �△　　4．9 

自主財源　5億2，620万1千円

村　税

分担金・負担金・…

使用料・手数料…・

財産収入・・‥

繰入金・…

諸収入‥‥

地方譲与税‥・・

利子割交付金…・

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金・・・・

地方交付税‥‥

国庫支出金‥

道支出金・
村　債・…

自主財源…

依存財源‥・・

村が条例に基づき徴収することのできる税金

特定事業に対する経費を受益者から徴収するお金

施設を利用した場合や証明書などの交付を受けた場合に利用者が負担するお金

財産の貸付け、交換、売払いによる収入

歳入不足の時などに基金を取り崩し使用するお金

貸付金の元利収入、診療所収入などほかの収入科目に含まれない収入をまとめた科目の名称

国が国税として徴収した税金のうち村に配分されるお金

預貯金などの利子に課税された税金を一定割合で配分されたお金

地方消費税収入額を一定割合で配分されたお金

自動車の取得に対する税金を道路の延長及び面積に応じて道から交付されるお金

恒久的減税実施による減収分を補てんするため国から交付されるお金

標準的な行政サービスが受けられるよう国から交付されるお金

村が行なう事業に対し国から交付されるお金

村が行なう事業に対し道から交付されるお金

事業を実施するときの借入金

地方公共団体が自主的に収入する財源　　　　　　　5億2，620万1千円　24．2％

国や道から交付されたり、割当てされたりする収入16億4．579万9千円　75．8％

歳　出（目的別）

歳出科　目 �予　算　額 �構成比（％） �増　減　額 �伸率（％） 

議　　　　会　　　　費 �3，330万5千円 �1．5 �△　　377万7千円 �△　10．2 

総　　　　務　　　　費 �6億6，773万1千円 �30．8 �△　3，906万4千円 �△　　5．5 

民　　　　生　　　　費 �3億1，467万5千円 �1∠1．5 �△1，357万2千円 �△　　4．1 

衛　　　　生　　　　費 �1億9，195万3千円 �8．8 �△1，210万9千円 �△　　5．9 

農　林　水　産　業　費 �1億8，873万7千円 �8．7 �4，706万2千円 �33．2 

商　　　　工　　　　費 �6，909万6千円 �3．2 �△1，396万7千円 �△　16．8 

土　　　　木　　　　費 �4，261万7千円 �2．0 �△　　337万4千円 �△　　7．3 

消　　　　防　　　　費 �1億1，986万千円 �5．5 �△　3，375万1千円 �△　22．0 

教　　　　育　　　　費 �6，921万2千円 �3．2 �△　1，480万2千円 �△　17．6 

災　害　復　旧　費 �1千円 �0．0 �0円 �0．0 

公　　　　債　　　　費 �4億7，381万3千円 �21．8 �△　2，364万6千円 �△　　4．8 

予　　　　備　　　　費 �100万円 �0．0 �0円 �0．0 

合　　　　　　　　　計 �21億7，200万円 �100．0 �△1億1，100万円 �△　　4．9 



園田園田
●農林業経営再建整備貸付金

（畜産農家負債対策）

●農協運転資金貸付金

1，958万円

1，200万円

（肥料・農薬等購入資金）
●ふるさと林道緊急整備事業（千走線）1，770万円

負担金
（舗装1，800m　村負担30％）

●漁協災害関連資金貸付金

（島牧漁協経営安定資金）
●種苗生産施設管理事業
（施設管理経費助成）
●サクラマスふ上槽兼養魚池飼育

施設設置工事

●ウニ天然種苗深浅移殖事業

（キタムラサキウニ　40万粒）

2，200万円

780万円

6，005万円

274万3千円

標識放流されるサクラマスの稚魚

●バス交通確保対策事業

（地域生活バス路線確保補助金）

●オフトーク宅内装置用電池購入

●消火栓設置附帯工事

1，790万円

98万6千円

44万1千円

▲着々と進む防災対策（泊川高潮対策事業）

≡二三

蓑

●ソーイング島牧運転資金貸付金
（運転資金）

●商工会運営助成

3，800万円

890万9千円

（経営改善普及・観光振興、商業振興対策）

●中小企業融資預託　　　　　　　　　300万円

（中小企業への貸付）

●道の駅屋根改修工事　　　　　　　94万5千円

（雨漏り防水）

●社会福祉協議会運営費助成　　　　774万7千円

（運営費の助成）

●生きがい活動支援通所事業　　　　667万4千円

（生きがい創造センターを利用し、日常生活訓
練や趣味活動を通じての介護予防）

●生活管理指導員派遣事業　　　　　421万3千円

（介護保険給付対象外の要援護高齢者宅へのホ
ームヘルパー派遣）

●配食サービス事業　　　　　　　191万9千円

（調理が困難な老人宅への配食）

●高齢者除雪サービス事業　　　　　　150万円

（独居老人・老人夫婦世帯への除雪）

●人材育成事業　　　　　　　　　　　360万円

（小学生国内視察研修事業ほか）

●教員住宅外壁塗装工事　　　　　　65万4千円

●山海味覚まつりイベント助成

（イベント運営助成）

●島牧村観光協会助成

（運営助成）

↓
デ
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ー
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ス
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↓
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海
味
覚
ま
つ
り



月越地区で昨年1名死亡

こので「 �誓蓋 タ意 9 1 5 ／ 15 
うのク弁在ど鈴な薄は目　　と事山山 ○でマ当を’やい暗行立に故に菜 薫葦萱雛臓還 りとの自帯山’ 

まにゴ　分す　に　単　2、ク　り 

しなミ　　のる　　入　独　　　次マな 

よるは　　存な　　ら　　で　　　のと　ど 

行政相談委員は役所と

皆さんのパイプ役です。

を話成します霊
来年度条例化に向け

島牧、寿都、黒松内三町村でつくる「月越地区

遭難防止対策協議会」総会が4月11日開催され、

山菜探りや山歩きで三町村内の山林に入り遭難

した場合、初期捜索後の捜索救助に要する費用

を本人や家族らに求める「山菜取り遭難事故等

防止要綱」を各町村で制定することを決めました。

後志管内では初めて。同様の要綱は、留萌管

内増毛町と渡島管内大野町で実施しています。

三町村では、来年度条例化に向けて、検討し

ながら周知していく予定です。

日
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な
い
妾
凍
り
を

今
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は
例
年
に
比
べ
積
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が
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山
菜
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る
人
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次
の
こ
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い
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●
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●
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（
特
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●

●

●

●

●
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●
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臣
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政
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皆
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ん
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口
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ー
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年
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郵
便
な
ど
の
国
の
役
所
に
つ
い
て
の
苦
情
、

要
望
、
意
見
を
お
聴
き
し
て
改
善
を
図
り
ま
す
。
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出
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い
。
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之
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～
之



栄誉を讃えで

平成16年度
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スポーツ奨励賞（個人の部）スポーツ奨励賞（団体の部）

◇
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
管
内
な
ど
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
）

（
個
人
の
部
）

【
陸
上
・
柔
道
】佐
藤
　
貴
洋
　
（
小
6
）

【相撲】

佐
々
木
玄
太
　
（
小
6
）

斉
藤
　
陽
介
　
（
小
6
）

伊
藤
　
浩
二
　
（
小
6
）

菊
地
　
佑
太
　
（
小
1
）

【柔道】

田
中
　
誠
也
　
（
小
3
）

佐
々
木
真
結
　
（
小
3
）

木
村
雪
花
子
　
（
小
6
）

平
成
1
6
年
度
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式
が
3
月

1
0
日
、
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
選
手
3
2
人
と
5
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
学
年
は
旧
年
）

田
中
田
宮
秀
藤
大
森
小
林

【卓球】

田
中

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
和
田
桃
井
中
山
石
川
糸
矢
浜
野
佐
藤
小
山
西
澤
渡
辺
石
川
桃
井
小
山
後
藤
後
藤
渋
谷
目
時
目
時

瑞
己
　
（
中
2
）

桜
達
仁
大
介
泰
典

雪
枝

（中2）
（中3）

（中3）
（一般）

（中2）

（
団
体
の
部
）

島
牧
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

（男子）
（
後
藤
旭
彦
・
小
山
諒
太

桃
井
　
平
・
下
山
欣
孝

佐
藤
雄
輝
・
中
尾
　
卓

木
村
洋
輔
）

島
牧
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

（女子）
（
渋
谷
宏
子
・
後
藤
彩
佳

目
時
樹
里
・
目
時
真
夢

瀬
戸
川
容
子
・
桃
井
沙
友
里
）

島
牧
中
学
校
卓
球
部
　
（
女
子
）

（
高
谷
新
菜
・
石
塚
志
乃
芙

田
中
雪
枝
・
竹
田
　
梓

右
近
百
合
・
大
森
亜
美

沢
村
さ
や
か
・
渡
辺
志
保
）

島
牧
中
学
校
柔
道
部
　
（
女
子
）

（
田
中
瑞
己
・
田
宮
　
桜
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
冬
季
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
般
男
子
チ
ー
ム

（
中
田
仁
史
・
芳
村
晋
悟

八
柳
圭
介
・
松
浦
広
幸

中
田
緑
朗
・
糸
矢
宏
志
）



消防庁長官表彰

佐藤位利さん（富浦）坂下新三郎さん（泊）に

長寿者慶祝金

・廃線警慧芸妥ピ三雲二筋 

湊泰海黒革義 ����・．⊥霊∴ふ㌍ 

クラス �一般の部 �一般の部 �レディース・ �レディース・ �、J．ふ㌦ Vh一才 ji 　　弓 

順位 �（ルアー部門） �（フライ部門） �ジュニアの部 （ルアー部門） �ジュニアの部 （フライ部門） 

1位 �中島幸広（千歳市） �原田活之（恵庭市） �泉山仁志（七飯町） �青山澄恵（熊石町） �　t 一；一烏庵」 ▲グランドチャンピオンの 楯を受けとる原田清之さん オの71会l今 ン原cmに永」年島 に田、は豊がで牧 
（70．5cm＋3，7nOg） �（7LOcm＋3，9∠lOg） �（6孔5cm＋2，50晦） �（61．0cm＋2，120g） 

2位 �岡　貞光（札幌市） �成田京平（函館市） �長澤猪恵（夕張市） �鈴木林子（北見市） 
（69．Ocnl十3．620g） �（70．5cnl十3，65ng） �（50．0cm＋】，300g） �（50．0cm＋1，180g） 

3位 �北島正則（夕張市） （63．0cm＋2，720g） �富樫秀人（札幌市） （70．0cm十3，2∠l晦） � �鈴木芳香（札幌市） （∠17．Ocnl＋1，100g） 

4位 �東隆晃（森町） （6ノ1．0cm】＋2，600g） �海老原隆（千歳市） （68．0cm】十3，200g） � � 

5位 �北島正貴（千歳市） �五十嵐誉（北広島市） � � 
（6∠！．Ocm＋2，600g） �（68．0cm＋3，n80g） ���輝清3’生315村 き之’約括月回の まさ980改21日冬 しん4名善日をの たが0がセで迎イ ○見g参ン終えべ 事を加夕了たン グ釣LlL「ト ラり’でまあと ン上フ行しめし ドげラわたまて チたイれ○す定 ヤ恵部たダ着 ン庭門交lL ピ市で流ビ’ 

6位 �鶴間裕康（島牧村） �瀬川吉喜（恵庭市） � � 

7位 �浦野貴明（恵庭市） �安達義夫（恵庭市） � � 

8位 �関　弘二（札幌市） �青山智哉（熊石町） � � 

9位 �鈴木　寛（札幌市） �合田隆昭（札幌市） � � 

10位 �海雨三郎（島牧村） �山本博之（早来町） � � 

j

）

さ
る
3
月
4
日
、
岩
内
・
寿
都
地
方
消
防

組
合
島
牧
消
防
団
第
一
分
団
副
分
団
長
の
佐

藤
恒
利
さ
ん
へ
永
年
勤
続
功
労
章
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
昭
和
4
・
1
年
島
牧
消
防
団
に
入

団
以
来
、
3
8
年
有
余
の
長
き
に
わ
た
り
火
災

を
予
防
警
戒
し
、
災
害
発
生
時
に
は
率
先
し

て
出
動
し
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
な

ど
、
地
域
の
安
全
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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∴
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．

．
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・
∴
臼

3
月
3
0
日
に
満
9
5
歳
を
迎
え

ら
れ
た
坂
下
新
三
郎
さ
ん
に
村

か
ら
長
寿
者
慶
祝
金
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ

れ
、
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ

さい。



それぞれの思いを胸に

ありがとう（保育所）

苦しい時やつらい時は、3年間を思い出し
てください（中学校）

希望と期待を胸に

富永等qA溺㊥⑳層僅5
4月2日保育所（13人）、6日小学校（13人）、

7日中学校（22人）で入学・入所式が行われまし

た。

友達たくさんできるかな（保育所）

やこけ

、－

口車田㊥◎守色事

3月15日中学校（19人）、18日小学校（22人）、

19日保育所（13人）で卒業・卒園式が行われまし

た。

思わず涙が
（小学校）

i

たくさんの思い出忘れま
せん（小学校）

新入生から誓いのことば（中学校）

早
く
学
校
に
な
れ
て
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
　
（
小
学
校
）



・r健康通

永日の中を壱洗いに♭モ

肺炎をふせ苦手もすう

福牧診療所「
むら　やま よ　　し　　お

先生を
紹介します。

昭和19年3月4日生（61歳）
北見市出身
家族…妻、2男1女
経歴・・・昭和44年3月　札幌医大卒業
昭和45年9月　札幌医大第3内科入局
昭和53年10月　釧路鉄道病院
昭和56年4月　芽室町立病院
平成2年4月　足寄町国保病院
平成17年3月　同上退職

この度、ご縁がありまして島牧診療所に勤務することとな

りました。

私の出身地が北見市であったこともあり、道東方面で27

年間医療に携わってまいりました。呼吸器科が専門ですが、

地域での医療は様々な治療を求められることから、住民の皆

さんと会話をしながら私も努力していきますので、住民の皆

さんも聞きたいことがあれば声をかけてください。

日本海側での勤務は初めてとなりますが、海が大変きれい

で、余暇を利用して釣りに挑戦してみたいと思います。

こちらでは妻と二人の生活となりますが、一日も早く環境

に慣れたいと思います。

住民の皆様どうぞよろしくお願いいたします。

日
本
は
世
界
で
1
位
の
長
寿
国
で
す
が
、
寝
た
き

り
で
介
護
さ
れ
る
期
間
も
長
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。

で
き
る
だ
け
長
く
健
康
で
自
分
の
思
う
よ
う
な
生

活
を
お
く
っ
て
い
く
た
め
の
方
法
の
1
つ
に
、
口
の

中
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

介
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
原
因
の
1
つ
に
、
肺
炎

な
ど
の
呼
吸
器
の
病
気
が
あ
り
ま
す
。
肺
炎
に
な
っ

て
安
静
に
し
て
い
る
期
間
が
長
く
な
る
と
足
腰
が
弱

っ
た
り
、
息
切
れ
や
ふ
ら
つ
き
を
起
こ
す
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
外
出
や
家
事
が
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
中
に
は
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。

高
齢
者
の
肺
炎
は
、
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

き
っ
か
け
で
お
き
る
肺
炎
の
ほ
か
に
、
唾
液
や
飲
食

物
と
一
緒
に
口
の
中
の
バ
イ
キ
ン
な
ど
が
肺
に
入
っ

て
お
き
る
　
「
誤
囁
性
肺
炎
　
（
ご
え
ん
せ
い
は
い
え

ん
）
　
」
　
が
あ
り
ま
す
。

誤
嘩
性
肺
炎
は
、
口
の
中
を
き
れ
い
に
し
て
お
く

こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
寝
る
前
に

は
、
歯
を
み
が
い
た
り
、
入
れ
歯
を
き
れ
い
に
洗
い

ま
し
ょ
う
。



○　転入者

【島牧小学校】
教頭　山崎　淑子

教諭　斉藤　宏志
教諭　越後　真紀

【島牧中学校】
校長　三幡　孝司
教諭　川高　知行

教諭　佐々木　－

（余市町立豊丘小学校）
（枝幸町立目梨泊小学校）
（佐呂間町立佐呂間小学校）

（留寿都村立留寿都中学校）
（倶知安町立東稜中学校）
（初山別村立初山別小学校）

教諭　佐藤　由紀　（島牧村立島牧小学校）

○　転出者

【島牧小学校】
教頭　川端　英俊

教諭　中村　和男

教諭　吉尾美智代
教諭　菅原　弓子

教諭　佐藤　由紀

【島牧中学校】
教諭　八柳　圭介

教諭　種崎　利勝

教諭　松浦　広幸

教諭　岩澤由紀子
退職者　花井靖明

ト　総務課主幹　　　　　　　　金子　英敏（健康福祉課主幹）

ト　健康福祉課主幹　　　　　　蟻波ヒロヱ（出納課主幹）

ト　教育委員会主幹　　　　　　目時　　要（総務課主幹）

兼生涯学習係長

卜　企画観光課商工観光係長　　手塚　　晋（建設水道課水道係長）

ト　健康福祉課社会福祉係長　　高谷　次彦（教育委員会生涯学習係長）

ト　建設水道課水道係長　　　　佐藤　　享（企画観光課商工観光係長）

ト　出納課出納係長　　　　　　繁泉実千代（健康福祉課社会福祉係長）

ト　総務課総務係　　　　　　　小倉　　司（水産農林課農林係）

ト　住民課住民係　　　　　　　西海　敦詞（総務課総務係）

ト　水産農林課水産係兼農林係　大森　　隆（水産農林課水産係）

ト　教育委員会学務管理係　　　内村　美幸（住民課住民係）
兼生涯学習係

｝▲泌

乍

▲3／1から業務を開始した新事務所

（蘭越町立港小学校校長）
（倶知安町立北陽小学校）
（共和町立西稜小学校）
（仁木町立仁木中学校）
（島牧村立島牧中学校）

（岩内町立岩内第一中学校）
（岩内町立岩内第二中学校）
（積丹町立野塚小学校）
（倶知安町立東小学校）

i‾l �†童き、♂ �∴⊥ェー � �＝誠 

トご■・膏石澤 �ごみ与・字㌫㌍烏 �睾毎や喜卓・； �〆上、 1て‾ �∴Yジ・／卜；ご一一㌧、 

4月1日付（）は異動前

保険料は忘れずに納めましょう

か
ね
て
か
ら
建
築
中
の
　
「
後
志

森
林
管
理
署
　
永
豊
・
元
町
合
同

森
林
事
務
所
」
　
が
完
成
し
、
3
月

1
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

住
所
　
島
牧
村
字
泊
8
3
－
2
2

（
島
牧
警
察
官
駐
在
所
横
）

電
話
　
永
豊
森
林
事
務
所

（
0
1
3
6
）
－
7
5
－
6
0
0
7

元
町
森
林
事
務
所

（
0
1
3
6
）
－
7
5
－
6
0
0
8

禦
0
1
3
6
）
－
7
5
－
6
0
1
0

）

魯
月
蝕
棉
薔
薇
斯
」
が
共
成

「
鶴
亀
鶴
林
響
濯
嘉

狭
量
こ
花
町

何
回
週
に
な
り
ま
し
た

3
月
3
1
日
退
職

糸
矢
宏
志
　
（
島
牧
診
療
所
長
）

松
野
秀
雄
　
（
教
育
委
員
会
学
務
管

理
係
専
門
員
）

菊
地
尚
子
　
（
島
牧
保
育
所
保
育
士
）

各
社
会
保
険
事
務
所
に
は
、

国
民
年
金
制
度
の
説
明
、
保
険

料
納
付
の
案
内
等
の
た
め
、
国

民
年
金
推
進
員
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
民
年
金
推
進
員
は
、
北
海

道
社
会
保
険
事
務
局
発
行
の
身

分
証
明
書
を
持
っ
て
ご
自
宅
へ

訪
問
し
て
い
ま
す
。
平
日
は
も

ち
ろ
ん
休
日
・
夜
間
を
含
め
お

伺
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
社
会
保
険
事
務
所
の

職
員
・
国
民
年
金
推
進
員
を
装

い
、
国
民
年
金
保
険
料
を
搾
取

さ
れ
た
事
件
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
「
怪
し
い
」
「
変
だ
な
」
　
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
回
答
せ
ず

に
身
分
証
明
書
発
行
番
号
・
名

前
等
確
認
し
、
最
寄
の
社
会
保

険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

小
樽
社
会
保
険
事
務
所

℡

0

1

3

4

－

2

3

－

4

2

3

1

国
民
年
金
推
進
員
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。



くらしのガイド
75－6211

75－6001

翠∴∴嘩
総合福祉医療センタ

（健康福祉課）

「∴‥

弁護士相談 

5月9日（月）・10日（火） 

5月26日（木卜27日（金） 

6月9日（木）・10日（金） 

6月23日（木）・24日（金） 

初回の相談は無料 

事前予約制 

予約受付時間10時～16時 

電話　0135－62－8373 

場所／岩内町高台8／1－3 

（佐藤精肉店となり） 

0　300，000円

（地域振興基金として）

寿都生コン株式会社

代表取締役・和田　鉄也

代表取締役　佐々木　駿

土
地
・
家
屋
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

春
の
全
道
火
災

予
防
運
動
実
施
中

自
分
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

な
ど
が
税
務
係
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
方
は
、
村
内
に
所

在
す
る
土
地
、
家
屋
の
固
定
資
産

税
納
税
者
と
家
族
な
ど
の
代
理
権

を
有
す
る
方
で
す
。

1
年
に
1
度
は
所
有
物
の
確
認

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
縦
覧

期
間
は
5
月
2
日
ま
で
で
す
。

○
　
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
　
本
人
所
有
以
外
の
評
価
内
容

な
ど
は
、
説
明
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さい。

○
　
記
載
事
項
の
コ
ピ
ー
は
で
き

ま
せ
ん
が
メ
モ
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。

（
住
民
課
税
務
係
）

統
一
標
語

「
火
は
消
し
た
？
い
つ
も

心
に
き
い
て
み
て
」

4
月
2
0
日
困
～
4
月
3
0
日
出

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
強

風
が
吹
く
な
ど
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
日
頃
使
い
慣

れ
た
火
気
の
取
り
扱
い
を
、
火
災

予
防
運
動
を
通
じ
て
、
あ
ら
た
め

て
注
意
し
直
し
、
悲
惨
な
焼
死
事

故
や
貴
重
な
財
産
の
焼
失
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

（
消
防
島
牧
支
署
）

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
に
ご
協
力
を

水
質
検
査
計
画
を

閲
覧
で
き
ま
す

自
衛
官
幹
部
候
補
生
募
集

水
道
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ

れ
、
平
成
1
7
年
度
か
ら
水
道
事
業

者
は
、
毎
年
水
質
検
査
計
画
を
策

定
し
、
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

村
で
は
平
成
1
7
年
度
水
質
検
査

計
画
を
策
定
し
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
水
質
検
査
　
（
年
1
回
）
　
の
結

果
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ

な
い
方
は
、
建
設
水
道
課
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
建
設
水
道
課
水
道
係
）

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動

態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
・

死
亡
・
死
産
・
婚
姻
及
び
離
婚
の

各
届
書
を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡

の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す

が
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
に

は
、
届
書
に
職
業
の
記
入
も
お
願

い
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
産
業

の
記
入
も
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福

祉
の
向
上
の
た
め
の
統
計
資
料
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

届
出
を
さ
れ
る
方
々
に
は
ご
面

倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
調
査
期
間
）

平
成
1
7
年
4
月
1
日
～

平
成
1
8
年
3
月
3
1
日

へ
調
査
対
象
者
）

出
生
届
・
死
亡
届
・
死
産
届
・

婚
姻
届
及
び
離
婚
届
の
届
出
を

さ
れ
る
方
々

（
住
民
課
住
民
係
）

募
集
人
員

受
付
期
間

応
募
資
格

試

験

日

問

合

せ

約
2
8
0
名

5
月
1
3
日
軸
ま
で

2
0
歳
～
2
6
歳

大
学
卒
業
者

5
月
2
1
日
出

自
衛
隊
倶
知
安
募
集

事
務
所

℡
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2月16日～4月15日

：　　（2月）
■16日　例月出納検査

：　　道徳教育特別講演会
■18日　猟友会島牧支部総会

：　　　（3月）
・1日　村内カルタ大会

：2日　選挙管理委員会
・4日　スポーツ表彰審議会

：5日　孟牧村テレビ組合連合会総会
■　7日　村里編さん委員会

：9日　第1回村議会定例会（16日再開）
－10日　スポーツ表彰式

：15日　恵牧中学校卒業式

：　　例月出納検査
一18日　農牧小学校卒業式

）：去冒害悪慧誓雪質讐竺交流会

（4月）
2日　島牧保育所入所式

：4日　教職員辞令交付式
・6日　荒牧小学校入学式

：　　交通安全パレード・街頭啓発
■　7日　島牧中学校入学式

：11日　月越地区遭難防止対策協議会定期総会
■13日　例月出納検査

：14日　入札

＼　J

el、けヽ、

霞海

わが家の

お殿様
り了）筆

法貫くん
泊／西海敦詞・奈菜さんの

お子さん
l　　　（平成13年10月11日生）

歌や踊りが大安享きで、

テレビを見なから一緒に

：踊っています。思いやり

（2月16日～4月15日住民係受付分・敬称略）

『おしあわせ
17．3．3

17．3．31

■たんじょうー’1‾’▼1‾　■【‘■さかい　　　　はる　な

17．2．28　境　　温那

豊平
江ノ島
元町
元町

（境　正徳・はるみのお子さん）
わたなべ　　ふう　が

17．3．3　渡辺　楓雅　……

（渡辺健吾・美幸のお子さん）

17．3．14　小原　晴空　‥‥‥

（小原一巳・陽子のお子さん）

17．4．5　阿部　　翼　……

（阿部幸敏・恭子のお子さん）
（3月31日現在）

轟世帯数
964戸（前月比△7戸）

があり、心の大きな人間に

なってほしいと思います。

（奈菜さん）

わが家の

お殿様
弟訊丹ホ　　　たく　蓼

六川　拓真くん
豊浜／大川達男・千春さんの

お子さん

（平成13年9月10日生）

人見知りでは
すかしかり屋さ

瞳i　に慣れるまで鼎曹才か大変です。ボール

遊びか大好きな拓真。
明るく元気に育ってく
ださい。

（千春さん）

箭詣3諾温229日達成

運 転 免 許 �毒一般・違反講習 

5月17日（火）・6月1∠1日（火） 

室一　般　者13：00～Ⅰ∠l：00 

喪章継撞登　　　…違　反　者1∠1：15～16：15 

簿鰍紺揖‘㌢当優良・初回講習 　　　　　5月20日（金）・6月17日（金） 

毒鮎墓新書13霊＝i喜…33 

－くL‾▲ ��岩内自動車学校　0135【62－．1328 
八雲自動車学校　01376－3－21日 

5月10日（火）・5月19日（木） 　　ノ 

5月24日（火）・6月2日（木） 6月9日（木）・6月16日（木） 

盃しま �ま �l平成17年4～5月号○発行／島鮒○編集／企画観光課企画振興係（TEL75－62日内線31－） L　No．466　〒048－0621北海道島牧郡島牧村字泊83番地○印刷／株式会社総北海札幌支社 

自然環境へのやさしさを考え、
，．大豆インキを使用しています。
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